研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　東病棟G　　　　　　職　種　介護福祉士　　　　氏　名　荒木田　晃次

	期　　間　　平成27年10月28日　～　平成27年11月2日

	出張目的　　勤続10年海外研修

	出 張 先　　ハワイ島（ホノルル）

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


一日目ホノルル空港へ到着後、ホノルルの市内を一望出来る丘に観光へ行きました。成田からの出発時にトラブルがあり、一時間遅れで出発をしたため、当初予定に組まれていた外人墓地を見学にいけませんでした。昼食は中華料理をいただきましたが、現地で使用している米が数年前にお世話になったカリフォルニア米だった事もあり、なかなか箸が進みませんでした。昼食後は今回泊まるホテルまで徒歩で移動しました。チェックインまでの間、旅の疲れと時差の違いから、強い睡魔に何度か襲われていました。チェックイン後はワイキキビーチにあるハメハメハ大王の銅像を見たり、現地のコンビニに入って品揃えチェックを行っていました。夕方より食事会があり、全国から今回の研修に参加された方と交流を図りました。

二日目は視察研修でした。最初にホテルで主催者の挨拶や講師のお話があり、ハワイの病院で勤務している日本人医師・看護師がそれぞれの職種から見た日米医療の違いについてお話をして下さいました。ハワイでは日本と違い公的保険が充実しているわけではなく、民間保険に加入している方が多い現状であります。その上保険料も高く、日本で言う公的病院（例：市民病院・日赤病院など）に行くと環境の粗悪さや対応の不備さから逃げ出す方も多くはないと言われていた事に驚きました。

看護側の講義内容としては、今のアメリカ医療では医師が個人に適切に診察する事が難しいためナースプラクティショナーと言う制度が出来ました。これは、ある特定の疾患に関して習得すると看護師でも診察や処方が可能になるという制度です。実際、主治医が診察などを行わずナースプラクティショナーが行っているケースが多くあるそうです。又、アメリカ（ハワイ）に住んでる日本の方でも民間保険を払えなくなり、日本に帰国して国民保険に入るケースも多くないという話をしていました。

終了後に「クアキニ病院」という元々日本人を救済していたが、現在は地域へ救済枠を拡大させた病院へ見学に行きました。1900年にハワイに来た日本人への慈善病院という所からスタートし1917年にクアキニ市内に移転した後、日本人以外の市民へもサービスの内容を広めた総合病院として運営を開始しているそうです。

施設内は様々な装置があり、中でも検査したスピッツや処方箋をカプセルに入れ各セクションに送る事が出来る装置がありました。自分たちはいちいち処方箋を医事チームへ下ろしたりスピッツを検査チームへ下ろしたりしてその際にミスやロスが生じると思いますがこの方法であれば業務もスムーズにいくと感じました。各病室の部屋プレートに日本人の名前が刻まれていました。クアキニ病院は慈善病院という事もあり、多くの日本人からの寄付によって設立・運営がなされている病院であるという事に驚きました。

視察研修終了後は理事長先生と合流し、ディナーを食べながら現在の様子や雑談をしながら食事を行いその後は宿泊先の部屋で今後についてを語りました。勤務時にどのような姿勢で勤務をしているか？また今後どうして行けばいいか？を学べてよかったと思います。

三日目は朝からオプショナルツアーで申し込んでいた「ホノルル周辺とＢ級グルメツアー」に行きました。集合時間を勘違いしていて朝からバタバタでしたが、何とか間に合いました。最初に海を一望できる岬に行き見学しました。最近のハワイ情勢もあって、盗難が多い地域とガイドさんより説明がありましたが、歩いてすぐにフロントガラスの破片などが至る所に散乱していました。見学を終えた後はマカダミアンナッツの食べ放題＆買い物・観光を行いました。この場所では映画の「ジュラシックパーク」や「パイレーツ・オブ・カリビアン」等のロケ地になった場所という事を聞いて、自分も映画の中に入り込めた感に浸っていました。買い物後はハワイのＢ級グルメの「ポキ」を食べました。ポキとは日本で言う「づけ」になります。四角に切った魚をごま油と醤油であえるだけという簡単な料理なのですがとても美味しく、ご飯が恋しくなりました。昼食はＢ級グルメの「ガーリックシュリンプ」でした。エビの皮をむいて食べるのですが、手がオリーブオイルまみれになってしまいましたがガーリックがきいていて美味しく食べれました。ただ、おにぎりがついていたのですが、日本のお米と違ってパサパサしていたのが残念でした。その後パパイヤを食べながら「ノースシュアビーチ」に行き、大きな波と波打ち際が深いのを見学しました。見学後は日本でもお馴染みのＤｏｌｅのパイナップル畑と関連商品を売っている直売所へ行きました。Ｄｏｌｅというブランド名が付くだけで2倍ちかい価格が付いていた事に驚きました。最後に♪～この樹何の樹気になる樹でお馴染みの「日立の樹」を見学に行きました。ハワイでは日立の樹と同じ種類の樹があちこちに生えているが、大きさで言うと日立の樹の方がはるかに大きく感じました。なお、日立の樹に触るとパワーをもらえると聞き思いっきり抱きしめてきました。ガイドさんの日本語の流暢さとユニークなトークに終始楽しませていただきました。

この日の夕方も、理事長先生と合流し中華料理を食べに出かけました。出てきた料理は美味しかったのですがやはりお米が違うせいか、みんなでご飯には手をつけなかったです。ご飯を食べながら身の上話をしながら食べた事もあり楽しく食べれました。

四日目はホテル前のワイキキビーチで海水浴をしました。ビーチは観光客がたくさんいて賑やかでした。日本と違って海草が生えていない為日本の海水に比べ塩辛かったです。海に入って30分程でスコールにあいホテルにあるスパに避難していました。午後からはワイキキ通りにあるショップに買い物へ行きました。夜は町中がハロウィンで仮装した人でいっぱいになり、そのレベルの高さで驚きました。アメリカンコミックのヒーローや甲冑姿の人やアラブの行列など、様々な格好をした人で大賑わいでした。ハロウィンパーティーは早朝の5時まで続き、なかなか寝付けませんでした。次の日は朝9時にホテルを後にし、飛行機に乗り再び8時間かけて日本へ帰りました。

自分自身英語は全く出来ませんし、外国人とコミュニケーションを取るという機会もほとんどなかったのですが、今回のハワイ研修で、買物したり話し掛けられたりと何だかんだで知っている英語を搾り出し会話ができたので、とても良い経験になったと思います。その他にもチップ制度は日本には無い物なので、日本とアメリカの文化の違いを感じ、勉強になりました。ハワイの方々は知らない人にも親切だしおおらかで、どこに行っても嬉しい気持ちになりました。

今回10年勤続ハワイ研修という事でこのような機会を与えていただき、当法人には本当に感謝致します。この研修で普段の疲れをリフレッシュし、現在までの自分の業務に対してのあり方や今後の仕事に対しての姿勢・あり方を学べたと思います。また、普段交流できない理事長先生と話す機会を得られた事でどのようにして青仁会に貢献できるかを学ぶ事が出来ました。これまで以上に精進して頑張っていきたいと思います。
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